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表紙の解説

日本海区水産研究所日本海海洋環境部　清水　大輔

撮影日時：２００５年９月１２日
撮影場所：長崎県対馬市豆酘（つつ）漁港付近にて

大型クラゲがどのように漂流するかについて調べるため，２００４年から対馬周辺で表層漂流ブイを放流し，
その動きを調べている。この時も対馬南端にある豆酘（つつ）漁港から漁船で沖へ出て三つのブイを投入
した。沖には全くクラゲは見当たらなかったが，港へ入る直前に何匹かのクラゲが漂流しているのを発見
した。そこで海に飛び込んで撮ったのがこの写真である。ほとんど流されるだけのクラゲと言えども多少
は泳いで移動するため，良いアングルを確保するために，泳いだり潜ったりしながらどうにか撮影するこ
とができた。

■■　　目　　　　　次　　■■

「日本海　リサーチ＆トピックス」の発刊にあたって  …………………………　３
　　　　白石　學　　日本海区水産研究所長

ズワイガニの資源調査と漁獲量予報  …………………………　４
　　　　木下　貴裕　日本海区水産研究所日本海漁業資源部

ワムシの栄養強化における強化剤の連続添加の効果  …………………………　６
　　　　小磯　雅彦　能登島栽培漁業センター

日水研でさけますの調査技術の普及を開始  …………………………　８
　　　　平間　美信　日本海区水産研究所調査普及課

ブリの来遊量を予測する   …………………………　１０
　　　　岸田　達　　日本海区水産研究所日本海漁業資源部

再録：日本海ふしぎ探索－生い立ち－   …………………………　１２
　　　　佐藤　善徳　日本海区水産研究所海区水産業研究部

再録：日本海ふしぎ探索－プランクトン－   …………………………　１３
　　　　井口　直樹　日本海区水産研究所日本海海洋環境部

平成１９年度研究課題一覧   …………………………　１４

平成１８年度論文発表一覧   …………………………　１６



３

日本海 リサーチ＆トピックス 第１号　２００７年６月

「日本海　リサーチ＆トピックス」

　　　　　　　　　の発刊にあたって

日本海区水産研究所長　白石　學

日本海区水産試験研究連絡ニュースが平成１８年２月に終刊となったことは，まだ記憶に新しいことと思

います。連絡ニュースは，日本海区水産研究所（以下，日水研）と日本海ブロック（青森県から山口県に

至る，日本海に面した各府県）内にある府県の水産試験場等が共同して作り上げる情報媒体として，１９５１

年の創刊号から昨年の第４０９号まで，５５年の歴史を刻みました。その間，日水研は水産庁の所管から独立行

政法人水産総合研究センター（以下，水研センター）の一員となり，広報の重要性が益々増し水研センター

本部には広報体制が確立し「ＦＲＡニュース」や「おさかな瓦版」の編集・発刊，更には報道対応等の広

報活動が活発となりました。「業務の成果を国民一般にわかりやすい内容でかつ多様な情報伝達手段を用

いて効果的に提供する双方向のコミュニケーションの体制を整備する」旨が第２期中期目標・中期計画に

明記されたことを受けて，水研センター本部が一般向けの全国に向けた情報発信を行い，地方の水研等が

担当する地域や分野ごとにターゲットをより明確化した情報発信をすることとなりました。

日水研では，連絡ニュース終刊後も広報活動の重要性を認識しつつ，「研究活動の成果は科学論文として

発表するだけではなく，成果を分かりやすく関係業界の皆さんにお伝えする」，更に「必要な情報をリアル

タイムでお届けする」を方針として，研究開発成果に関する情報をインターネットによって逐次発信すべ

く，当所ウェブの「研究情報」のページを充実させてまいりました。しかしながら，インターネットを使っ

て当所ウェブサイトに目を通されるのは，比較的限られた方々であり，現状では必ずしも十分な情報の発

信源にはなっていないのではないかという懸念もありました。そこで，ウェブサイトからの情報発信もこ

れまで以上に充実させながら，さらに情報誌を加えた２本立ての発信媒体により，より多くの方々に情報

を提供できればと考え，新情報誌「日本海　リサーチ＆トピックス」を発刊した次第です。

今回，気持ちも新たに地域密着型の情報誌を目指し，日本海ブロックの水産試験研究機関や漁業関係者

の方々などへの情報発信に努め，地域内のコミュニケーションを図りたいと考えております。４年前に社

団法人日本栽培漁業協会が水研センターに統合されたことから，新情報誌の役割を「日本海ブロックの水

研センター各機関からの情報発信の場」と位置づけ，能登島・小浜・宮津栽培漁業センターにおける研究

開発成果についても紹介していくつもりです。発信の対象は，日本海ブロック内の府県行政機関，水産試

験研究機関，漁業協同組合とその連合会，水産高校，および全国の大学の水産系学部・学科などです。

今後も皆様のご意見，ご批判を頂きながら内容の充実に努め，専門家のみならず，一般の方々にとって

も理解しやすい情報誌に育てていきたいと考えております。水研センター本部広報室で編集・発行してい

る「ＦＲＡニュース」や「おさかな瓦版」ともども，ご愛読くださいますようお願い申し上げます。
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はじめに

日本海の底びき網漁業にとってズワイガニは最

重要魚種であり，その漁獲動向が漁家経営に与え

る影響は大きい。かつて日本海のズワイガニの漁

獲量は１．６万トンに達したが，一時２千トンを切

るまで減少し，その後各種の資源保護も行われて

２００５年には約４千トンまで回復した。１９９７年に我

が国に漁獲可能量（ＴＡＣ）制度が導入され，ズワ

イガニもＴＡＣ対象種となり，ＴＡＣ算定のための

各種の調査が近年盛んに行われるようになった。

今回は，その調査結果を使ったズワイガニの漁獲

量予測について紹介する。

ズワイガニの資源調査と漁獲との関係

日本海西部海域のズワイガニは主に水深２００～

５００ｍに分布する。調査はトロール網を使い，こ

の分布水深帯を中心に約１４０点のトロール調査を

行い（図１），その漁獲結果から資源量を計算した。

ズワイガニの推定資源量は（図２），調査が始まっ

た１９９９年以降，浜田沖や隠岐周辺など調査海域の

西部を中心に増加している。一方漁獲量（図３）

も資源量の推移と同じような変動傾向を示すが，

その変動は資源量より小さい。これは資源量の占

める割合が高い西部海域での漁獲量は資源量ほど

多くなく，海域によって資源の利用率が異なるこ

とを示している。また本海域のズワイガニは雌雄

別，さらに雄では最終脱皮後１年以上経過して甲

羅が硬くなったカタガニと，それ以外のミズガニ

に区分されて取り扱われ，漁獲規制や単価が違う

ので漁獲圧も異なる。

漁獲量の予測

これら海域，性別の違いを考慮して，海域別・

雌雄別に漁期開始時点での資源量とその漁期の利

用率の関係式を求めた（図４、例：浜田沖及び隠

岐北方海域における雄（カタガニ）の利用率＝－

８．５４×資源量＋３３．８）。さらにこれらの関係式を

用いて資源量から利用率を推定し，各年の日本海

西部海域全体の漁獲量を求めた（図５）。予測され

た漁獲量は実際の漁獲量とかなり一致していた。

ズワイガニの資源調査と漁況予測

日本海区水産研究所日本海漁業資源部　木下　貴裕

図１　ズワイガニの資源調査点と海域区分（２００６年５～６月）

図２　ズワイガニの海区別推定資源量の推移

図３　ズワイガニの海区別漁獲量の推移



資源調査とＴＡＣ及び漁況予報の関係

生物学的許容漁獲量（ＡＢＣ）はＴＡＣの算定基

礎である。現在，ズワイガニの場合毎年５～６月

に行う調査結果から，１漁期挟んだ翌年の１１月に

始まる漁期のＡＢＣを計算している。今回の予測

は５～６月の調査からその年の１１月に始まる漁期

の漁獲量を予測したものであり，ＡＢＣとは異な

る漁期を対象としている。しかし，ＡＢＣも今回

の漁獲量予測も，ズワイガニの資源量を正確に推

定し，また資源と漁業との関係を的確に把握して

いなければ精度の高いものとはなりえない。この

ような漁況予測を通じ，予測が外れたときの原因

の検討などによって，より精度の高い資源と漁業

の評価に結びつけて行きたい。

精度の高いズワイガニの漁獲量予報が可能とな

れば，操業計画の立案等に利用することが可能と

なるばかりではない。ＴＡＣ対象種としての漁獲

量規制に対しても早期対応が可能となり，出漁規

制などの行政的な利用方法も考えられる。ただし，

この予測は日本海西部海域など広い範囲ではかな

りの精度が期待されるが，各県地先など狭い海域

では資源量調査の精度が低いために的確な予測は

難しい。

なお資源評価結果の詳細は，他の魚種とともに

ホ ー ム ペ ー ジ 上 に 掲 載 さ れ て い る の で

（������������	
���
���
��
���），参考としてい

ただければ幸いである。

【引用文献】

木下貴裕・白井　滋・養松郁子，２００６：平成１８

年ズワイガニ日本海系群の資源評価．平成

１８年度我が国周辺水域の漁業資源評価（魚

種別系群別資源評価・ＴＡＣ種）第１分冊，

４３３�４６８．
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図５　資源量から予測されたズワイガニの漁獲量と実際の漁獲と
の関係

図４　計算例　浜田沖及び隠岐地方におけるズワイガニ雄（カタ
ガニ）の漁期初め資源量と漁獲量の関係
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はじめに

ワムシ類は，大きさが０．１～０．３㎜の動物プラン

クトンであり，卵からふ化した仔魚が摂餌して消

化吸収できることや比較的容易に大量培養が行え

ること等から，海産魚類の種苗生産の初期餌料と

して不可欠な存在である。ワムシ類は淡水クロレ

ラやパン酵母を餌料として培養されることが多い

が，これらの餌料で生産されたワムシ類は，海産

仔魚の成育に必須な栄養成分である���系の高

度不飽和脂肪酸（�������）が不足している（渡

辺ら，１９７８）。このため，種苗生産現場ではこれら

の脂肪酸を取り込ませるために大量培養後に栄養

強化が行われている。しかしながら，栄養強化法

によっては強化中にワムシ類が衰弱・死亡するト

ラブルが発生することがあり，効果的な栄養強化

方法を開発する必要があると考えられた。ワムシ

の大量培養においては，餌料の連続給餌により増

殖率や餌料効率が向上すること（小磯ら，２００５）

が示されているため，栄養強化における強化剤の

連続添加の効果について検討を行った。

ワムシの栄養強化における強化剤の連続添加の効果

能登島栽培漁業センター　小磯　雅彦

図１　栄養強化剤の連続添加方法

図２　強化剤の添加方法の違いによる栄養強化中のワムシ密度
と溶存酸素濃度の推移．
●：連続添加区，○：１回添加区

図３　強化剤の添加方法の違いによるワムシの n-3HUFA 含量
の推移．
●：連続添加区，○：１回添加区
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連続添加と１回添加の比較

ワムシの栄養強化剤の適正な添加法を検討する

ために，連続添加と従来行われてきた強化開始時

の１回添加を比較した。強化水槽には５００Ｌ水槽

２面を用い，共に水温２２℃で塩分２６���の希釈海

水を５００Ｌ入れ，その中にＬ型ワムシを５００個体�ｍ

Ｌの密度で収容した。強化剤にはマイクロカプセ

ル化した油脂類を含有した濃縮淡水クロレラ（生

クロレラω３，クロレラ工業）を用い，添加基準量

はワムシ１億個体あたり２００ｍＬとした。１回添

加では強化開始時に強化剤を全量添加し，連続添

加では強化開始時に全量の１�３量を添加し，残

り２�３量は定量ポンプ（����，�����）で１７

時間かけて連続的に添加した（図１）。強化時間は，

多くの種苗生産現場では前日の夕方から当日の朝

まで栄養強化を行っていることから１８時間とした。

１回添加では強化開始３時間後に溶存酸素濃度の

大幅な低下とワムシ密度の低下が認められたが，

連続添加ではそのような現象は起こらなかった

（図２）。強化後のワムシの回収率（１００×強化後

のワムシ密度�強化開始時のワムシ密度）と��

�����含量は，１回添加の１３２％と１．６４ｇ�１００ｇ

（乾重量）に対して，連続添加では１５５％と２．４２ｇ

�１００ｇ（同）と高くなることがわかった（図３）。

連続添加が優れた理由としては，強化剤を少量ず

つ時間をかけて添加することで，高い強化剤濃度

によって起こる溶存酸素濃度の低下など，ワムシ

の衰弱・死亡ならびに強化剤の取り込み阻害を招

く要因を回避できたことが挙げられる。

連続添加の効果

栄養強化剤を連続添加することでより栄養強化

の効率や安定性が向上し，高い強化レベルのワム

シがより多く得られるため，栄養強化に要する経

費を低減することが可能となる。また，栄養価が

高くかつ良好な状態のワムシを飼育仔魚が摂餌す

ることにより，飼育成績の向上が期待される。

【引用文献】

渡辺　武，北島　力，荒川敏久，福所邦彦，藤

田矢郎，１９７８：脂肪酸組成からみたシオミ

ズツボワムシの栄養価．日本水産学会誌，

４４，１１０９�１１１４．

小磯雅彦，友田　努，桑田　博，日野明徳，

２００５：ワムシの増殖と生産コストに及ぼす

連続給餌の効果．栽培漁業技術開発研究，

３２，１�４．
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はじめに

平成１８年４月に行われた水産総合研究センター

とさけ・ます資源管理センターとの統合に伴い，

日本海区水産研究所業務推進部にさけます類に関

する業務を担う部署として調査普及課が設置され

た。当研究所が担当する地域は，本州北部の日本

海に面する秋田県・山形県・新潟県・富山県・石

川県の５県であり，新潟県三面川や山形県月光川

の「種川制」にみられるように，サケ資源の保護

培養には歴史のある土地として知られている。近

年では，３９河川，５９ふ化場においてさけますふ化

放流事業が行われ，サケは毎年１億４－５千万尾

の稚魚が放流され，５０－１００万尾の親魚が回帰し

ている。また，北海道での日本海沿岸と同様，本

州の中ではサクラマスのふ化放流事業に力を入れ

ている地域でもある。

業務の概要

我々が行っている業務の内容は，「さけますに

関する調査と成果・技術の普及」であり，①ふ化

放流や来遊資源について，その評価のための調査

やデータ収集を行う生物モニタリング調査（図１），

②さけます資源の維持安定のための効率的・効果

的な増殖技術の普及（図２），③さけますふ化放流

技術者の養成や技術向上のための技術講習会の開

催（図３）が挙げられるが，この他にも，増殖実

施団体からの委託業務やプロジェクト研究への参

画等，当地域のさけますに関する業務に幅広く取

り組んでいる。

次に，これらの業務の中からプロジェクト研究

と一般公開について簡単に説明する。

プロジェクト研究（サクラマス）

サクラマスは当地域をはじめとする北日本の沿

岸漁業，内水面漁業，さらに遊漁において重要な

魚種の一つだが，近年その資源量は減少し続けて

いる。そこで「本州日本海域のサクラマス資源の

再生」を目指し，平成１８年度はプロジェクト研究

の事前調査として，山形県，富山県，さけますセ

ンター等とともに最上川，神通川でサクラマス生

息環境や生態の調査を実施した（図４）。

日水研でさけますの調査・技術の普及を開始

日本海区水産研究所調査普及課　平間　美信

図１　個体群の特性を把握し来遊資源の評価のための基礎資料
とするため繁殖形質調査を実施
（サケ親魚の一尾当たりの卵数を計測中）

図３　民間ふ化場従事者を参集し，基本的な増殖技術の普及と
調査・研究から得られた知見の普及を目的に技術講習会
を開催
（月光川の箕輪ふ化場において採卵実習を行っているところ）

図２　各地のふ化場において施設の問題点や立地条件に適した
管理方法について技術の普及を実施
（五十川の山戸ふ化場において飼育管理方法について助言
しているところ）
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平成１９年度からはプロジェクト研究「河川の適

正利用による本州日本海域サクラマス資源管理技

術の開発」を水産総合研究センター（北水研，中

央水研，さけますセンター，日水研），山形県，富

山県と新たに秋田県も加わり３年間で実施する。

その中で我々は，溯上親魚の減耗実態の把握と

保全技術の開発に向け，今年度はサクラマス親魚

の溯上行動や越夏場所の特定とその環境条件を把

握するために，秋田・山形・富山県の各県で１河

川を選定し，潜水調査や環境データの採集を実施

する。

一般公開

日本海区水産研究所では，研究の内容や成果を

広く一般の人たちにも理解してもらうために毎年

研究所の一般公開を開催している。咋年度も９月

３０日に「のぞいてみよう魚たちのくらし」をテー

マに開催し，各部署で体験・展示コーナーを開設

した。

我々調査普及課も，さけます類の担当として参

加し，パネル展示では，一般には目にする機会の

少ないサケの生態やふ化放流事業，調査内容など

について紹介した。プロジェクターを使用したサ

ケの解説やサケクイズは，楽しみながらサケにつ

いて知ることができ，子供たちを中心に好評を得

た。鮭の下ろし方やイクラの作り方などを課長自

ら包丁を握って実演した「鮭の解体」は，食卓に

つながる身近さと，その一方で普段見ることの少

ない丸１尾のサケの物珍しさに，大人から子供ま

で多くの人が見学した。

また，来場者との懇談の場「おさかなカフェ」

では，お茶を飲みながらのざっくばらんな話の中

で，生態から食べ方までサケのいろいろな疑問や

質問があり，改めてさけます類に対する関心の高

さやその生態の不思議さを認識し，我々にとって

も良い経験となった（図５，６）。

おわりに

当研究所でのさけますに関する業務は始まった

ばかりである。本州日本海におけるさけます資源

の回復と造成，安定維持に向けて一つ一つ成果を

積み上げるため，基礎的な調査や技術普及等の業

務を推進して行く所存であり，関係各機関のご協

力をお願いしたい。

※調査普及課連絡先

　電話�０２５�２２８�０５２９　　Ｆａｘ�０２５�２２４�０９５５

図４　プロジェクト研究の一環として，対象河川においてサク
ラマスの生息環境や生態を調査

図６　一般公開で開設したさけます類に関する展示コーナ－
（おさかなカフェで来訪者との懇談）

図５　子供を対象にしたサケクイズミリオ○ア（一般公開）
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まえがき

寒ブリとして，また出世魚として有名なブリは，

日本の食文化を語るときに欠かせない重要な食材

であり，漁業資源としても日本各地で重要性が高

い（図１）。このブリの漁況は日本海側でも太平洋

側でも大きな変動を示し（図２），漁業経営の浮沈

に大きく影響してきた。このため各方面から海域

別のブリの的確な漁況予測手法の開発が要望され

て来た。そこで平成１８年度から日本海区水産研究

所が中心となり，中央水産研究所，県の試験研究

機関，並びに五島栽培漁業センターと共同し，プ

ロジェクト研究「日本周辺海域におけるブリの回

遊と海洋環境の関係解明に基づく来遊量予測手法

開発」を開始した。本稿ではこのプロジェクトに

おける取り組みを紹介する。

目　　的

ブリの漁場への来遊量が変動する原因は，もち

ろん資源量の変動そのものも効いているが，海洋

環境の変動による回遊様式の変化も関係している

と考えられる。ブリは０歳時には流れ藻に付くな

どして日本の沿岸域各地に漂着するが，その後未

成魚の間は漂着した海域の水温など海洋環境によ

り南北に小回遊する群があったり，地付きのよう

に大きくは動かない群があったりするものと考え

られている。これらを回遊様式と呼んでいるが，

ブリの各地の漁況と海洋環境の関係を把握するた

めにはこの回遊様式と環境の関係を解明する必要

がある。そこで，日本海と太平洋において海域

別・年齢別の回遊様式の詳細を把握し，その変動

と海洋環境の関係を把握することで地域ごとの年

齢別のブリ来遊時期，来遊量を予測する手法を開

発することを目標としている。

研究内容

研究内容としては，１）水温，照度，圧力のセン

サーを有する記録型標識（アーカイバルタグ）を

用い，ブリの年齢別の回遊群ごとの回遊様式の把

握と環境要因との対応を解明する。対馬暖流域で

はこれまでの研究の蓄積から，成魚については回

遊の概要が解明されているため，今回は未成魚

（０，１歳魚）を中心に実施する。太平洋側では，

通常標識での研究歴は長いが，まだその全容が把

握されてはいないため成魚，未成魚双方について

実施する。

２）日本海側については，過去の通常標識放流・

再捕データ，地区別・銘柄別漁獲資料等がかなり

蓄積されているため，これらを解析し，北部と西

部で異なる様式を示す回遊群ごとの豊度を寒冷レ

ジーム，温暖レジーム別に推定する。回遊様式は

年代によって異なっていたと想定されるため（図

３），これを環境変動との関係において分析し量

的な検討を行う。

３）日本沿岸各地で採捕されるブリ幼稚魚の由

来を解明する手がかりとして飼育実験により水温

と耳石の輪紋形成状況の関係を把握する。

４）寒冷レジームと温暖レジームでのそれぞれ

の回遊群の回遊様式，豊度を比較することで漁況

ブリの来遊量を予測する

日本海区水産研究所日本海漁業資源部　岸田　達

図１　ブリ　（ブリ資源評価票ダイジェスト版（水産庁・水産総
合研究センター）より）

図２　富山県と三重県におけるブリ（２歳以上）漁獲量の経年
変化　（富山県水産試験場　井野慎吾主任研究員，三重
県科学技術振興センター水産研究部　久野正博主任研究
員提供）



１１

日本海 リサーチ＆トピックス 第１号　２００７年６月

の変動に対する環境の長期変動の影響を解明する。

５）海域別・年齢別回遊様式と海洋環境の関係

を解明し，各地に来遊するブリの来遊量を予測す

る技術を開発する。

ということになる（図４）。現在は研究開始から

１年経過し，確実な進捗がみられるが，まだ成果

をまとめる段階ではないためその紹介は後日に譲

りたい。

研究実施体制

上記１）の部分について，対馬暖流域は日本海

区水産研究所，富山県水産試験場，石川県水産総

合センター，福井県水産試験場，鹿児島県水産技

術開発センターが共同で標識放流，再捕魚の回収，

及び取得されたデータの解析を行う。太平洋側は，

中央水産研究所，三重県科学技術振興センター水

産研究部，高知県水産試験場，宮崎県水産試験場

の各機関が共同で標識放流，再捕魚の回収，及び

取得されたデータの解析を行う。

２）の日本海側の過去のデータ解析については

富山，石川，福井県の各機関が担当する。３）に

ついては五島栽培漁業センターと日水研が共同で

１９年度から実施する。４），５）については，回遊

様式と環境要因の関係解明は日水研が，予測手法

開発については参画する全ての水研と県の機関が

共同で行う予定である。

図４　研究課題構成

図３　年代別若齢魚回遊様式想定図（左：寒冷期，右：温暖期）
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日本海のいろいろな不思議はその形，生い立ち

にあると考えられています。まず，日本海がいつ

ごろできたのか，どのような変化を受けて現在の

日本海となったかについてみてみます。

これは気の遠くなる古い話で，化石や地質学的

研究などから徐々に明らかにされようとしていま

すが，私たちの専門分野ではありません。そこで，

いくつかの文献を見てみました。

日本海の成因として三つ考えられています。①

太平洋の一部が日本列島の隆起で切り離されてで

きた②大陸が陥没してできた③大陸のへりの部分

がちぎれ，移動し，日本列島となってできた－で

す。前の二つは単純で考えやすいのですが，現在

では，③の説が主流となっているようです。この

説の概略は次のようです。

二千万年前ごろに大陸の東側の縁に裂け目がで

きました。その後，激しい火山活動が始まり，こ

の溝が広がり始め，つまり日本列島の基となる陸

地が移動を始めました。移動は一千万年前ごろに

なると止まり，今度は日本列島の隆起が始まりま

した。海は太平洋と日本海に分かれ，二百万年前

ごろには日本列島は現在とほぼ同じ婆になったと

考えられています。

そのころから地球は長い氷河時代に入ります。

この氷河期は一万年前ごろまで続きますが，この

間，陸上に氷河が拡大する氷期と，縮小する間氷

期が何回か繰り返されます。氷期には，海への水

の流入が少なくなり，海水面は下がります。一番

下がった時代には海水面は百三十メートル前後も

低下したようです。この極端な海水面の低下で，

太平洋とつながっていた海峡は陸になり，日本海

は湖か大きな湾のようになってしまったと考えら

れます。

最終氷期に入った七万年前ごろから黄河の水が

流れ込むようになり，三万－二万年前ごろには，

太平洋との海水の交換もなくなり，日本海の表層

の塩分濃度は極端に低下（淡水化）しました。こ

のような状態では，水の上下混合が起こらなくな

るため，酸素が底層に供給されなくなり，海底付

近に生息する生物は全滅してしまったと考えられ

ます。

水面低下の最盛期が過ぎ，二万年前ごろに津軽

海峡がつながって親潮が流入，底層の環境が回復

に向かい始めました。一万年前ごろになると対馬

暖流も流入するようになり，八千年前ごろには本

格的に流入するようになったと推定されています。

ようやく現在の日本海になったわけです。

しかし，長期間表層が淡水化し，底層が無生物

化したことが，現在日本海の生物の種の構成，分

布に大きな影響を与えています。

（本文は１９９９年４月４日の新潟日報に掲載されました。図は掲

載当時のものとは異なります。）

再録《日本海ふしぎ探索》
　１９９９年４月から２０００年３月までの１年間，毎週日曜日の新潟日報に日本海区水産研究所職員らの執筆による「日

本海ふしぎ探索」が連載されました。日本海の生物や環境を一般の方々にもわかりやすく解説した記事として好評

を得ました。このコーナーでは，連載の中から興味深い記事を毎号いくつか選んでご紹介していきます。

 日 本 海の生い立ち

日本海区水産研究所海区水産業研究部　佐藤　善徳

５万年前頃の日本海
実線は当時の海岸線，縦線部は淡水湖：西村三郎著，「日本海
の成立（改訂版１９９０）」（築地書館）より引用
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プランクトンは水中を浮遊して生活する生物群

（浮遊生物）であり，プランクトンという名称は

もともとギリシャ語の放浪者という語に由来した

ものです。これに対比する生物群としては，ネク

トン（遊泳生物）とベントス（底棲生物）があり

ます。

プランクトンは動物，植物の両者を含み，一般

的に体の大きさが数μｍから２０ｍｍくらいの生物

が多く，運動力がないか，もしくは小さいために，

その移動は海の流れ，風，水温など環境の影響を

直接受けます。

海の生態系の中では，植物プランクトン→動物

プランクトン→マイクロネクトン（小型遊泳生物）

→大型魚介類へと食物連鎖していきます。その中

で植物プランクトンと動物プランクトンはこの連

鎖を支える基盤として重要な役割を果たしている

のです。プランクトンは体を小さくし，さらに，

棘（とげ）や脚を出すことにより，沈みにくくなっ

ています（右図）。

このことにより植物プランクトンは太陽光の届

く表層にとどまることができ，動物プランクトン

は効率よく浮遊し植物プランクトンを食べること

ができます。プランクトンは，浮遊することに

よって深く広大な海で繁栄しているのです。

プランクトンの量は季節的な変化を示します。

富山湾のプランクトンの変化をスケッチしてみま

した。まず，最低水温期（１－２月）の後，水温

が上昇し，日射量が増してくると，３月ごろに植物

プランクトンの大型珪（けい）藻類が大増殖します。

これを春季ブルーミングといいます。

増えた植物プランクトンを冷水性動物プランク

トンが盛んに食べ，そして成長，産卵をして生物

量を増やします。増えた動物プランクトンは魚介

類の餌（えさ）となります。

その後，植物プランクトン相は珪藻類から小型

の渦鞭（べん）毛藻類に移り，夏のプランクトンの

数は多くありません。夏の年間最高水温期をすぎ

て，降温する秋になると，植物プランクトンが再

び増加し，主に暖水性の多様な動物プランクトン

が出現します。そして，降温の著しい１２月－１月

のプランクトンは年間で最も少なくなります。

日本海における動物プランクトンの分布の特徴

として，太平洋と比べて，冷水性種が対馬海峡付

近でも出現し，反対に暖水性種が北方域まで出現

することがあげられます。この理由は，日本海の

海洋構造にあります。

すなわち，日本海の深いところには冷たく，酸

素が多い日本海固有水（深層水）があり，その上

に暖かい対馬暖流が津軽海峡付近まで薄く広がっ

ています。暖水性種と冷水性種は環境の類似した

これらの暖流や冷水を介して分布域を広げること

ができるのです。

また，日本海に面する海峡は２００ｍよりも浅い

ため，太平洋で中深層に生息している動物プラン

クトンの種類が著しく少ないことも特徴のひとつ

です。

（本文は１９９９年５月９日の新潟日報に掲載されました。図は掲

載当時のものとは異なります。）

図　植物プランクトン（上）と動物プランクトン（下）

 プ ラ ン ク ト ン

日本海区水産研究所日本海海洋環境部　井口　直樹
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平成１９年度日本海区水産研究所研究課題一覧

平 成 １９ 年 度 計 画全 体 計 画研 究 分 担
機　 　 関担 当 部実 施

期 間課 題 名プロジェクト名

当該海域において３～６
月の各月１回，動物プラン
クトン・卵仔魚・物理環境
調査を行うとともに，カタ
クチイワシ成魚を定期的に
入手し，卵巣の組織学的検
討を行い，卵仔魚の出現と
成魚の生殖腺から産卵開始
期と産卵終了期を求め，成
魚の産卵期間を把握する。

大きく資源量が変動している日本海のカタクチイ
ワシを対象に，水温等の環境が餌生物である動物プ
ランクトンの現存量と種組成に与える影響を前中期
計画に引き続いて調査する。新規に産卵期間，産卵
間隔，産卵回数，総産卵数などの産卵生態を詳細に
調査し，産卵生態に及ぼす海洋環境の影響を解析す
ることによって，環境変動が低次生産を通してカタ
クチイワシの資源生産に及ぼす影響を定量的に解明
することを目的とする。

日本海海洋
環境部

日本海漁業
資源部

平成
１８-２２
年度

日本海中部
海域におけ
る環境変動
が低次生産
を通してカ
タクチイワ
シの成熟・
産卵生態に
及ぼす影響
の解明

調査活動及び生物測定を
継続する。主に成長，成熟
に見られる海域差に焦点を
当てて知見の収集，整理を
行い，魚種ごとの知見を拡
充する。海域差の把握は，
まず隠岐海域と大和堆と
いった二海域間の比較から
始め，徐々にその他の海域
にも拡げていく。

日本海北部と西部の間，あるいは大和堆のような
孤立した海域では，資源生物の分布，食性，成長，
生殖等の生物特性や資源状態に異なる特徴が見られ
る。資源評価の精度向上，国際共通資源の共同管理
に際しての科学的方策提言を目的とし，こうした海
域間における生物特性の違いを把握し，その形成要
因を解明する。明らかな海域差が検出された魚種に
ついては，より効率的な資源管理を図るための提言
を行っていく。ベニズワイ，アカガレイ，ズワイガ
ニ等の資源評価対象種とともに，今後重要性が増す
と考えられるバイ類を主対象とする。

日本海漁業
資源部

海区水産業
研究部

平成
１８-２２
年度

日本海主要
底魚類の生
物的特性に
おける海域
差とその形
成機構

Ｈ１８年に引き続きアーカ
イバルタグ及び通常タグを
使用し，日本海中～北部で
５～１２月に０～１歳魚（体
長３５～４０㎝）の標識放流を
行う。また再捕されたタグ
のデータを取り出し解析を
行う。

日本海における２歳以上のブリには，回遊様式が
異なる複数の群が存在するが，０～１歳の回遊様式
には未解明の部分が大きい。そこで小型アーカイバ
ルタグなどを用いた標識放流により対馬暖流域にお
けるブリの年齢別の回遊様式を解明する。

富山県水産
試験場，石
川県水産総
合センター，
福井県水産
試験場，鹿
児島県水産
技術開発セ
ンター

日本海漁業
資源部

平成
１８-２０
年度

年齢別の分
布・回遊様
式 の 把 握
（日本海）

日本周辺海域に
おけるブリの回
遊と海洋環境の
関係解明に基づ
く来遊量予測手
法開発

水温１８℃，２０℃，２２℃に
設定した水槽で受精卵をふ
化・飼育し，１０日後にエタ
ノール固定・保存する。標
本は体長を測定し，耳石
（扁平石）を摘出して日周
輪間隔の測定を行い，水温
の差異によるブリの初期成
長の差異を把握する。

ブリの発生時期は冬から初夏にかけての長期間に
亘るが，産卵時期・海域を異にする仔魚は発生水温
の違いから初期成長が異なることが考えられる。そ
こで，初期成長の差異を指標に発生水域の水温を推
測する手法を開発する。そのためにブリ仔魚を異な
る水温環境下で飼育し，初期成長，耳石日周輪間隔
を測定する。これにより発生初期の水温の違いによ
る成長差を検出し，天然魚の発生初期の水温環境を
推定するための比較資料とする。

五島栽培漁
業センター

海区水産業
研究部

平成
１９-２０
年度

対馬暖流域
沿岸におけ
る加入主群
の構造の把
握

日本周辺海域に
おけるブリの回
遊と海洋環境の
関係解明に基づ
く来遊量予測手
法開発

環境変動に伴う回遊様式
の変動，来遊量指数の変動
を成長段階別に明らかにし，
回遊海域別の来遊量予測手
法開発に着手し，海域別漁
況の予測手法開発に繋げる。

過去の中長期の回遊様式の変動，来遊量指数の変
動と海洋環境の関係を解析し，漁況の中長期的変動
の原因を明らかにするとともに，アーカイバルタグ
の再捕データ解析結果を用いてブリの成長段階別の
回遊海域予測手法を開発し，漁況の予測手法開発に
繋げる。

日本海漁業
資源部

平成
１８-２０
年度

移動・回遊
と海洋環境
の関係の解
明

日本周辺海域に
おけるブリの回
遊と海洋環境の
関係解明に基づ
く来遊量予測手
法開発

水揚げ物・調査による採
集物の解析から，バイ類各
種の分布傾向を解析する。
主なバイ類について，サイ
ズ組成，性比，生殖腺の発
達などの基礎的な生物情報
を収集整理する。１－２種
を対象に集団構造解析を行
い，系群認識の基礎を得る。
１年目に集約した日本海全
体の漁獲量を，明らかに
なった生物種別に分離する。

エゾバイ科貝類（バイ類）は日本海の重要な漁獲
対象であるが，近年漁獲量の減少や個体の小型化が
指摘されている。適正な資源管理を見据え，分類，
分布，基礎的な生物生態情報，資源管理単位などに
ついての資源生物学的研究を実施する。これにより
バイ類の将来的な資源管理・評価のための基礎が得
られるとともに，日韓北部暫定水域に関する二国間
交渉の資料となる重要な情報が得られる。

日本海漁業
資源部

海区水産業
研究部

平成
１８-１９
年度

何がどれだ
け漁獲され
て い る の
か：深海性
バイ類の資
源生物学研
究

日本海の水温データを用
いて海洋環境の中長期的変
動特性を把握し，各魚種の
資源変動に及ぼす環境要因
の影響について検討を行う。
引き続き安定同位体分析を
行い，対象種の栄養段階の
定量的評価を検討する。ま
た，栄養段階や生活史特性
を考慮して，魚類をグルー
プ化した群集構造の把握に
着手する。

１９８０年代末を境に日本海の水温が寒冷レジームか
ら温暖レジームに変化したことに伴い，底魚から浮
魚までの生物量および分布域の変化が見られており，
単一種を超えて日本海の主要の漁業資源変動を総合
的に研究する重要性が高まっている。本研究では日
本海の資源評価対象種として重要なブリ，スルメイ
カおよび，それらとは対照的な変動特性を示すイワ
シ類などの小型浮魚類の海洋環境への応答特性の違
いを明らかにし，魚類群集構造の変化パターンを把
握する。また，安定同位体解析を行い，ブリを中心
とした大型魚食魚と，スルメイカなどの小型浮魚と
の間の食物連鎖関係を明らかにしたうえ，最終的に
日本海の高次生態系モデルを開発し，漁獲圧または
捕食圧および海洋環境のレジームシフトが日本海の
魚類資源に与える影響を定量的に評価し，資源管理
の基礎的知見の向上に寄与する。

日本海漁業
資源部

日本海海洋
環境部

平成
１８-２２
年度

海洋環境の
中長期的変
動および種
間関係を考
慮した日本
海の高次生
態系モデル
の開発



１５

日本海 リサーチ＆トピックス 第１号　２００７年６月

平 成 １９ 年 度 計 画全 体 計 画研 究 分 担
機　 　 関担 当 部実 施

期 間課 題 名プロジェクト名

日本海北部海域で探索さ
れた成育場におけるオニオ
コゼの生活様式を明らかに
し，アカアマダイの生活様
式の解明に着手すると共に，
日本海西部海域での成育場
に関する情報収集を行う。
マコガレイ，アカアマダイ，
オニオコゼの遺伝的特性を
明らかにする。砕波帯を利
用する仔稚魚のうち，特に
重要なものを選定し，その
出現動態を明らかにする。

栽培対象種の中には種苗生産技術は完成に近づい
たが，幼稚魚の生態が不明であるために放流技術の
高度化が妨げられている魚種が残されている。また，
沿岸浅海域に成育場を形成する魚種では成育場での
生残が資源変動に大きく影響すると考えられている。
これらの魚種の天然海域での幼稚魚期の生活様式お
よび好適な成育場の条件を明らかにすることにより，
より効率的な栽培漁業の推進と資源管理の高度化に
貢献する。

海区水産業
研究部

平成
１８-２２
年度

日本海にお
ける栽培対
象種の放流
技術の高度
化及び資源
管理のため
の幼稚魚期
の生活様式
の解明

調査海域をより拡大して
引き続き海洋観測や底質試
料，底生生物の採集を実施
し，前年度の結果を補強，
深化させる。また得られた
結果を解析し，海域の物理
化学環境の変化に伴う出現
種や優占種，生物群集組成
や多様度の変化を把握する。

日本海陸棚砂泥域において物理化学的環境や生物
群集構造，生物生産構造，食物網構造を解明し，餌
料有機物の動態を主眼に据えて，対象海域における
漁場としての現状を評価する。さらに得られた知見
をもとに，陸棚砂泥域を健全に有効利用するための
評価手法の提言を行う。

海区水産業
研究部

平成
１８-２２
年度

陸棚砂泥域
の餌料有機
物の動態解
明と増殖漁
場としての
評価

日本海における大型クラ
ゲの成熟時期を明らかにす
るため，既存試料及び定置
網採集された大型クラゲ生
殖線の組織切片作成と卵径
組成測定を行う。

日本海沿岸における大型クラゲ（エチゼンクラゲ）
の成熟，受精の実態を月別の卵径組成や生殖線組織
切片により把握し，ポリプ等の飼育実験結果と合せ
て発生の可能性を予測する。更に，幼若クラゲ～成
体の生理，生態調査を実施して，水温・餌環境と栄
養状態の関係を中心に，大量発生につながる発生？
成長の制御に関わる生態的要因を抽出し，漁業被害
軽減，発生制御技術の検討を行う。

福井県水産
試験場，東
海大学海洋
学部

日本海海洋
環境部

平成
１９-２３
年度

大型クラゲ
の日本海沿
岸への定着
可能性の予
測と生態特
性解明に基
づく発生制
御

クラゲ類の大発
生予測・抑制技
術の開発

平成１８年度に改良したス
ルメイカの定量的分布密度
の推定・提供システムの試
運用を行い，推定結果の検
証を行う。海洋動態モデル
による推定データを用いて
魚群分布の推定を試みる。
スルメイカの魚群分布と日
本海各地域の水揚げ量の関
係を解析する。

蓄積された調査データを用いてスルメイカ等の日
本海における主要浮魚類の分布特性と海洋環境の関
係および漁獲情報をパラメータ化する。そして既開
発のＧＩＳを用いたリアルタイム魚群分布情報提供す
るシステムをベースに，予想される水揚港や漁獲量
等も含めた情報提供技術を開発する。さらに海洋循
環モデルを用いた海洋環境の予測技術を導入し，魚
群分布の短期予測情報提供による経営支援技術も開
発する。

日本海漁業
資源部

日本海海洋
環境部

平成
１８-２２
年度

漁業経営支
援のための
漁場形成予
測情報シス
テムの構築
－日本海を
対象として
－

定線上での精密観測を継
続する。過去の観測データ
及び１８・１９年に得られた観
測データを解析し，調査海
域の概略的な流況を把握す
る。同海域を対象とした水
位データ及び人工衛星デー
タを収集・整備する。

日本海東部海域において精密な調査船観測及び最
新機器による観測を実施する。蓄積データ及び他機
関のデータを併せて解析し，当該海域の海況予測モ
デル開発の基盤となる対馬暖流の変動特性を解明す
る。対馬暖流の変動の効率的なモニター手法の開発
に取り組む。重点海域として，当該海域において対
馬暖流の主な変動の発生海域，急潮問題で流動特性
の解明が急務，重要水産資源の産卵場等の理由によ
り能登？佐渡周辺海域を設定する。

日本海海洋
環境部

平成
１８-２２
年度

日本海東部
海域におけ
る対馬暖流
の変動特性
の解明およ
びモニタリ
ング手法の
開発

引き続き日本海中部沖合
域で調査船によるＡＤＣＰ観
測により流動データを収集
し，台風や低気圧通過と流
動パターン等との関係を解
析する。また，石川県七尾
沖に海底設置型ＡＤＣＰを回
収し，急潮の流動構造につ
いて解析を行う。

定置網漁業へ被害を与える沿岸海域で発生する突
発的な速い流れ（急潮）について，実用的な急潮予
測精度を向上させ，漁具被害防止対策マニュアルに
基づく効果的な被害防止対策を確立することを目標
とし，急潮発生機構の解明及び発生予測技術の開発
のため，日本海中部海域で自記式流速計や船底設置
型ＡＤＣＰ等を使って現場観測を行い，これらの観測
により得られた流動等のデータと気象データ等との
関連性を検討する。

日本海海洋
環境部

平成
１８-２０
年度

日本海中部
海域におけ
る現場観測
とデータ解
析　　　　
　　

日本海における
急潮予測の精度
向上と定置網防
災策の確立



１６

日本海 リサーチ＆トピックス 第１号　２００７年６月

平成１９年度能登島・小浜・宮津栽培漁業センター研究課題一覧

平 成 １９ 年 度 計 画全 体 計 画研 究 分 担
機 関担 当 部 署実 施

期 間課 題 名プロジェクト名

ヒラメ量産飼育では，「ほっとけ飼育」によ
る飼育手法とワムシの粗放連続培養技術を利
用した省力化・低コスト化試験を行い，成長・
生残状況を従来の飼育手法と比較する。ホシ
ガレイでは，ＬＨ－Ｒｈａの投与試験を継続し，
採卵状況への影響を比較する

異体類の栽培漁業を推進するため，健全な
種苗を安定的に効率よく生産する技術を開発
する。ヒラメでは，疾病等による大量死亡の
防除や省力化，省コスト化を主眼とした実用
的な飼育技術を開発する。カレイ類ではホシ
ガレイをモデルに，良質卵の安定的確保，変
態異常の防除，初期死亡の軽減等の検討によ
り健苗性の高い種苗生産技術の確立を図る。

宮古栽培漁
業センター

小浜栽培漁
業センター

平成
１８-２２
年度

異体類の安
定生産技術
の開発

ズワイガニでは，メガロパ期の適正餌料や
行動等を把握し，生残率の向上を図る。ガザ
ミでは幼生の収容手法による真菌症防除対策
と植物プランクトン添加による形態異常防除
対策を検討する。アミメノコギリガザミでは
化石微粉末添加による壊死症防止と過剰発育
に及ぼす添加藻類の影響を検討する。クルマ
エビでは，天然未成熟個体の催熟に適した短
期養成手法を検討する。

重要な甲殻類の種苗生産過程において，安
定生産を阻害する要因を解明し，基礎的な飼
育技術を開発する。冷水性甲殻類では栄養要
求等の基礎的な飼育要素を明らかにし，ズワ
イガニでは稚ガニまでの生残率を向上させる。
暖水性甲殻類では健苗育成技術を開発し，ガ
ザミ類では大量減耗の原因である感染症等と
形態異常の防除技術に取り組む。クルマエビ
では，天然親エビの短期養成における催熟技
術を開発する。

厚岸栽培漁
業センター
百島栽培漁
業センター
玉野栽培漁
業センター
西海区水産
研究所石垣
支所

小浜栽培漁
業センター

平成
１８-２２
年度

甲殻類の種
苗生産に係
わる基礎技
術の開発

Ｌ型ワムシでは，個体群の総卵率と栄養強
化の効果について検討し，異なる水温で培養
したワムシの餌料価値をヒラメ仔魚飼育実験
で比較する。Ｓ型ワムシでは給餌方法を変え
た拡大培養で増殖率や餌料転換効率を比較す
る。また，Ｓ型ワムシの高密度輸送の可能性
を検討する。

ワムシの効率的培養技術を発展させ，質的
向上や対象魚種に効果的な利用技術を開発す
る。質的向上では培養管理や栄養強化手法を，
効果的な利用ではワムシ株の特性に合わせた
技術を開発し，それらの効率的な高密度輸送
法や再生手法を開発する。

能登島栽培
漁 業 セ ン
ター

平成
１８-２２
年度

餌料生物の
品質向上と
効率的培養
技術の開発

トラフグでは，水槽実験での行動を指標に
して，種苗の育成方法と健苗性との関係を把
握する。育成方法の異なるヒラメ人工種苗の
模擬放流試験で，成長・生残状況及び行動を
比較する。アカアマダイでは，飼育環境と初
期生残及び形態異常の発現状況を把握する。
ハタ類では，長期飼育による腹鰭抜去等の標
識の再生率等を把握するとともに，人工魚礁
周辺に標識放流個体の追跡調査を行う。

放流試験で抽出された問題点を模擬放流試
験で検証する。ヒラメ，トラフグ等では，人
工種苗の放流初期における行動特性と初期減
耗要因等を把握し，放流種苗の健全性評価に
有効な指標を明らかにする。ハタ類では標識
放流試験と追跡調査を行い，魚種の特性に応
じた放流手法の開発と放流効果調査の基盤と
なる知見を集積する。

瀬戸内海区
水産研究所

玉野栽培漁
業センター

五島栽培漁
業センター

小浜栽培漁
業センター

宮津栽培漁
業センター

平成
１８-２２
年度

放流に適し
た健全種苗
の評価手法
と育成技術
の開発

マツカワでは，環境や捕食者等の調査及び
市場調査，放流年毎の回収率等を継続して調
査する。マダラでは，時期を変えて異なるサ
イズでの放流試験を実施する。市場調査では
漁獲実態を把握する。また，外部標識の脱落
試験とこれまでの装着試験から放流に適した
標識を明らかにする。さらに、放流サイズが
放流効果に与える影響をニシンで明らかにす
る。

北日本の重要な漁業資源で漁獲量が減少傾
向にあり，種苗放流による資源の増大と安定
が期待されている冷水性魚類のマツカワとマ
ダラ等について，様々な条件下で放流した人
工種苗の回収状況を比較し，放流効果を安定
化させる手法を開発する。また，放流効果を
把握するための標識技術，市場調査による評
価手法を開発する。

厚岸栽培漁
業センター

能登島栽培
漁 業 セ ン
ター

平成
１８-２２
年度

冷水性魚類
の放流効果
調査

ヒラメでは，餌料条件の異なる時期に放流
した種苗の市場調査結果から，放流適期を明
らかにするとともに、遺伝子マーカーを利用
した広域移動を明らかにする。サワラでは種
苗生産における餌料系列を検討し生産経費の
節減に取り組む。また，瀬戸内海西部海域で
関係県と連携した市場調査を行い放流魚の混
入率を調べるとともに，日本近海のサワラの
標本収集を行い遺伝的集団構造の解析を行う。
　トラフグでは，共同放流調査と加工組合か
らの耳石入手を継続し，放流効果の調査及び
評価手法を確立する。

栽培対象種として最もニーズの高いヒラメ，
定着性の強い地域対象種のソイ類，広域回遊
性魚種のニシンを対象に精度の高い効果調査
とデータ解析を繰り返しながら，総合的な放
流技術の開発と効果判定手法を検討する。サ
ワラでは，瀬戸内海西部海域で種苗放流の波
及効果を明らかにする。トラフグ栽培漁業の
定着と促進を支援するために，関係県等と連
携して種苗の放流効果を調査し，放流手法の
開発と資源への添加効果を明らかにする。

宮古栽培漁
業センター
南伊豆栽培
漁 業 セ ン
ター
屋島栽培漁
業センター
日本海区水
産研究所
瀬戸内海区
水産研究所

宮津栽培漁
業センター

小浜栽培漁
業センター

平成
１８-２２
年度

重要魚種の
資源培養技
術の開発

養成クロマグロの国内における産卵環境
（水温、照度）を把握すると共にｍｔＤＮＡ分析
のための卵を産卵地から収集する。

養成クロマグロ親魚の産卵に関与する個体
数は少なく，約１０％以下である。これまでに
開発された産卵個体数の評価手法，産卵に至
る時期，水温条件等を踏まえ，産卵個体数を
増やすために最適な水温等の環境条件を解明
する。これにより，国内における養殖用受精
卵を供給する最適産卵場所を明らかにする。

宮津栽培漁
業センター

平成
１９-２２
年度

成熟・産卵
に及ぼす要
因と産卵適
地の解明

マグロ類の人
工種苗による
新規養殖技術
の開発

１．栽培漁業センタ－で生産された種苗に
ついて、親子分析により優良形質を持った親
魚の探索を開始する。
２．できるだけ多くの親魚が種苗生産にか
わわる種苗生産方法の検討を行う。

交付金プロ研で新しく作出されるヒラメ系
統の生産の優位性を保つ目的で，Ｘ線照射に
よる不妊化技術の開発を行う。また、耐病性
家系の個体に新たな経済形質を付加する目的
で、高成長等の形質を持つ家系が維持されて
いるか聞き取り調査を行うと共に、栽培漁業
センタ－で飼育されている親魚の形質評価を
行い、優良家系候補を探索し、それらの遺伝
性の検証を進める。

養殖研究所

宮津栽培漁
業センタ－

宮津栽培漁
業センター

平成
１８-２２
年度

ヒラメ優良
家系の探索
と不妊化技
術の開発

表現型解析技
術と遺伝子連
鎖解析技術の
高度化による
優良系統の開
発

道府県の栽培センターや漁業協同組合等と
連携して、ニシン、ヒラメ、サワラ等の中間
育成及び放流調査等を継続して実施するとと
もに，得られた結果を分析する。

都道府県と連携して卵・種苗の輸送試験，
種苗生産，中間育成及び放流試験等を実施し，
栽培漁業センターが開発した技術を用いて海
域特性に応じた実証を行うとともに技術の移
行を図る。

全栽培漁業
センター

能登島栽培
漁 業 セ ン
ター
小浜栽培漁
業センター
宮津栽培漁
業センター

平成
１８-２２
年度

都道府県と
連携した主
要水産資源
の放流調査
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平成１８年度日本海区水産研究所論文発表一覧

下線は日本海区水産研究所の職員

【学術雑誌】
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廣�太郎��養松郁子��白井　滋��南　卓志��丹生孝道��������深海生物採集用大型桁網（Ｂｅｎｉ－Ｚｕｗａｉ�１号）の開
発��水産総合研究センター研究報告����������	
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加藤　修��中川倫寿��松井繁明��山田東也��渡邊達郎��������沿岸・沖合定線観測データから示される日本
海及び対馬海峡における水温の長期変動��沿岸海洋研究������������
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【その他の雑誌・単行本など】

藤井徹生����������	標識による放流ヒラメの追跡��日本海区水産研究所主要研究成果集�����������
藤井徹生��������日本海における放流ヒラメの移動を解明�����ニュース�����������
後藤常夫������������年�����月の日本海におけるスルメイカ稚仔の分布��イカ類資源研究会議報告（平成

��・��年度）��������
後藤常夫������������～����年��月の日本海におけるホタルイカモドキ類卵稚仔の分布��イカ類資源研究

会議報告（平成��・��年度）���������	
廣�太郎��������新潟県沖日本海におけるアカガレイの産卵生態－産卵場�産卵期中の親魚の移動および成

熟状態－��日本海区水産研究所主要研究成果集���������
井口直樹��������大型クラゲ成体の成長速度��日本海区水産研究所主要研究成果集�����������
伊藤祐子��������植食性巻貝類とウニ類の行動解析��日本海区水産研究所主要研究成果集�����������
加藤　修��������過去��年間における日本海の水温変動の特徴��日本海区水産研究所主要研究成果集�������

���

木所英昭��������スルメイカの分布回遊の変化と海洋環境－近年��年間の変化－��日本海区水産研究所主
要研究成果集���������

木所英昭��������スルメイカの分布情報をリアルタイムで提供する�����ニュース�����������
木所英昭��������日本海のスルメイカ��寿命は�年������ニュース�����������
木所英昭��伊藤進一��大関芳沖��������リアルタイムスルメイカ分布情報提供システムについて��イカ類資

源研究会議報告（平成��・��年度）��������
木所英昭��������スルメイカの分布回遊と系群仮説の整理��イカ類資源研究会議報告（平成��・��年度）������

����

木下貴裕��������ズワイガニ��資源は回復基調������ニュース�����������
岸田　達��������ブリの豊漁不漁を科学する�����ニュース���������
木暮陽一��������化学の目で探る沿岸漁場の環境��日本海区水産研究所主要研究成果集�����������
宮原一隆��太田太郎��後藤常夫��������日本海で漁獲されたソデイカの日齢と成長��イカ類資源研究会議報

告（平成��・��年度）��������
森　賢��木所英昭��桜井泰憲������������～����年に見られたスルメイカ冬季発生系群の再生産状況の変化．

　イカ類資源研究会議報告（平成��・��年度）��������	
森本晴之��������日本海中部沿岸域におけるカタクチイワシの成熟・産卵と餌環境��日本海区水産研究所主

要研究成果集���������
桜井泰憲��山本　潤��森　賢��後藤常夫��木所英昭��������気候変化�特にレジームシフトに応答したスルメ

イカ資源変動は予測可能か��イカ類資源研究会議報告（平成��・��年度）��������
白井　滋��������秋田産ハタハタは隠岐海域にまで回遊する��日本海区水産研究所主要研究成果集���������
首藤宏幸��梶原直人��藤井徹生��������放流ヒラメ種苗の減耗要因はイシガニと魚食性魚類による捕食－佐

渡島真野湾の例��日本海区水産研究所主要研究成果集��１��������
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平成１８年度能登島・小浜・宮津栽培漁業センター論文発表一覧

下線は能登島・小浜・宮津栽培漁業センターの職員

【学術雑誌】

荒井大介��友田　努��森岡泰三�������天然プランクトンを利用した海上網生簀によるマダラ������
����������	
�仔稚魚の飼育�短報���水産増殖�������������	
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小磯雅彦��團　重樹��島　康洋��日野明徳��������ワムシ栄養強化中に起こる複相単性生殖卵への���系高
度不飽和脂肪酸（�������）の蓄積�短報���日本水産学会誌������������	
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小畑泰弘��山崎英樹��竹森弘征��岩本明雄��奥村重信��藤本　宏��山本義久��北田修一��������異なるサイズ
で放流したサワラ人工種苗の資源添加効率の比較��日本水産学会誌�����������	

大河内裕之��町田雅春��田中寿臣��小泉康二��阿知波英明��甲斐正信��中西尚文��中島博司��������トラフグ
の長期飼育試験から推定したイラストマー標識の脱落率とその補正法��栽培漁業技術開発研究������
������

清水大輔��崎山一孝��阪倉良孝��高谷智裕���橋庸一��������トラフグ人工種苗の減耗要因の検討；天然魚
と人工種苗の比較��日本水産学会誌������������	


清水大輔��崎山一孝���橋庸一��������トラフグ人工種苗の食害：メソコスムでの放流実験による検討��日
本水産学会誌������������	


田中寿臣��中西尚文��阿知波英明��町田雅春��大河内裕之��������トラフグ放流効果調査におけるイラスト
マー標識の適用��栽培漁業技術開発研究������������

友田　努��堀田和夫��森岡泰三��������七尾湾および富山湾で放流したハタハタ人工種苗の成育，産卵と移
動��日本水産学会誌����������	��
��

友田　努��小磯雅彦��陳　昭能��竹内俊郎��������増殖ステージが異なるワムシを摂餌したヒラメ仔魚の発
育と形態異常の出現��日本水産学会誌��������������

友田　努��小磯雅彦��島　康洋��������植え継ぎ培養法と粗放連続培養法で生産したシオミズツボワムシの
栄養強化における餌料価値�短報���日本水産学会誌��������������

渡邉研一��小磯雅彦��������市販薬剤を用いたシオミズツボワムシ複相単性生殖卵の消毒��栽培技術開発研
究�����������	

山崎英樹��藤本　宏��������放流海域に回帰したサワラ人工�歳魚の性比と成熟状況��栽培漁業技術開発研
究����������	

���������	�
���������	��������	�
�����������	
�����������
��	�������������	
����������	�
�����������

���������	
��
���������
�������������������	���
���
	�
��	���������
�������������������	
��	�

��������	�����������	�
����������������	���������������	
	�	��������	��	�����	������������	��
�

【その他の雑誌・単行本など】

今泉　均��武部孝行��二階堂英城��井手健太郎��升間主計��������海水中に残留した微量オキシダントがクロ
マグロ受精卵のふ化に及ぼす影響��栽培漁業センター技報�����������

兼松正衛��太田健吾��島　康洋��������オニオコゼ中間育成における収容密度と給餌量の影響について��栽
培漁業センター技報�����������

森田哲男��小磯雅彦��������輸送ワムシを用いた「ほっとけ飼育」の試み��栽培漁業センター技報�����������
森田哲男��崎山一孝��清水大輔��������水槽内におけるヒラメ人工種苗の被捕食��栽培漁業センター技報�����

������

山田達也��塩澤　聡��森田哲男��������異なる給餌条件下で飼育したヒラメにおけるネオヘテロボツリウム
寄生状況について��栽培漁業センター技報�����������



発　　行：独立行政法人水産総合研究センター

編　　集：独立行政法人水産総合研究センター日本海区水産研究所
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　　　　　電　話：０２５（２２８）０４５１（代）　　ＦＡＸ：０２５（２２４）０９５０
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編集後記

昨年夏から日本海区水産研究所広報委員会において，新しい情報誌の刊行について協議して参りました。
研究開発業務で得られた成果を広報することの大切さは誰もが理解しているものの，愛着のある「日本海
区水産試験研究連絡ニュース」を終刊して間もなくの情報誌創刊の是非をはじめ，記事内容の編集方針，
読者層の設定など，委員のあいだでも様々な意見があり，一定の方向性を見いだすまでには時間を要しま
した。数回の委員会を経た後，ようやく編集・発行の基本方針として，研究開発に関する情報を主体とす
ること，能登島・小浜・宮津栽培漁業センターも含めた日本海ブロックの水研センター各機関からの情報
発信の場とすること，当面は毎年１回，６月頃の定期刊行とすること，速報性のある研究開発成果が得られ
た場合には臨時増刊号を発行することなどが決まりました。本創刊号の編集にあたっては，誌面の構成な
ど手探りで進められた部分が多く，今後，改善をはかるべきところが多々あるはずと認識しております。
読者のみなさまのご意見を反映させながら，かつての「連絡ニュース」に負けない良い情報誌に育ててい
きたいと考えておりますので，誌面に関してご意見がありましたら，下記連絡先にお知らせいただければ
幸いです。

（日本海区水産研究所業務推進課長）


